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第 5 回宇美町総合計画審議会（書面開催） 

委員からの意見（概要） 

基本目標４ 環境にやさしく快適にくらせるまち 

P21～ 4-1 安全で快適な道路環境の整備 

№ 意見概要 委員名 

1 広域幹線道路ネットワークを構築するために、現町道長谷辻荒

木線の道路改良工事が急務であると考える。町で整備するた

めの財源確保が大変難しい。再度県道に移管して、福岡県に

整備してもらうよう記載してはどうか。 

 

2 「スマートインターチェンジの設置」の表現を的確に変えたほう

が良い。（説明不足） 

 

3 広域幹線道路ネットワークの構築について、具体的に何をする

のかを記載してはどうか。 

 

4 地域から様々な要望が出されるとのことだが、要望になる前に

地域と行政が意見交換を行うことができないか。 

 

5 町道の維持管理についての具体的な計画があると思うので、

具体的な計画名をあげて記載してはどうか。 

 

6 指標を増やしてはどうか。   

7 未来への活力にもつなげるために、将来の予想道路から考え

る宇美町の未来図を描く意見交流や取組ができたらよいと思

う。 

 

P23～ 4-2 地域公共交通の充実 

№ 意見概要 委員名 

8 次のことについて、記載するべきではないか。 

〇バスについて 

・JR 宇美駅前広場のバスターミナル化 

・バス路線の見直し 

・二日市線の問題 

〇JR について 

・減便や乗り換えの利便性 

 

9 問題点の追加。 

（交通弱者に対する支援、子育て世代が感じているハピネス号

の問題点） 

 

10 ・オンデマンドバスの運用面での方針、利用者増加に向けた方  
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策などをより具体的に記載してはどうか。 

・オンデマンドバス以外の地域公共交通についての取組が不

足している。 

・指標にアプリ利用者の割合が使用されているが、アプリ利用

者が増えることの意義をどこかに記載するべきではないか。 

・指標「オンデマンドバス利用者」目標値の再検討 

・指標の追加（西鉄バス太宰府線利用者） 

11 オンデマンドバスの観光目線での活用。  

P25～ 4-3 環境にやさしいまちの実現 

№ 意見概要 委員名 

12 ・ごみの減量化（たい肥化・資源化）について訴えが不足して

いる。 

・ごみ処理体制（５町の広域連携を進めること）を記載するべき

ではないか。 

・指標の見直し 

 

13 記載の追加 

（し尿処理、プラスチックごみ、食品ロス） 

 

P27～ 4-4 自然環境の保全と生活環境の向上 

№ 意見概要 委員名 

14 ・河川管理者と町民が協力して河川環境の改善に取り組めるよ

うな政策が必要ではないか。 

・不法投棄に関する取組をより厳しくするべきではないか。 

 

15 ・空き家対策の取組が不足している。  

P29～ 4-5 土地利用と公園の整備 

№ 意見概要 委員名 

16 ・公園に関する課題や住民ニーズを的確にとらえていない。 

・一本松公園については、整備計画の策定に向けて、審議会

を設置して検討を行うべきではないか。 

 

17 町民ニーズをとらえた公園の整備。「憩いの場」の視点。 

（様々な年代がくつろげること、清潔で安心な砂場、小さな公園

の遊具の更新、子どもを連れていきたくなる公園） 

 

18 一本松公園の利用者のマナー向上、啓蒙に取り組むべき。  

19 指標の見直し  
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P31～ 4-6 上・下水道の整備 

№ 意見概要 委員名 

20 水道料金が高い。どうして高いかという現状と課題。そして、改

善のための取組を記載するべきではないか。 

 

21 河原のしずくの PR、利用促進。商品開発。  

22 指標の見直し。  
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基本目標５ 活気ある産業と交流のまち 

P33～ 5-1 地域経済の活性化 

№ 意見概要 委員名 

23 ・地域経済の活性化するための慢性的な渋滞の解消。宇美町

の魅力度向上、注目度アップに力を入れることで慢性渋滞問

題や周辺地域の幹線道路ネットーワークの早期解決への後押

しへと繋げていきたい。 

・社会問題、社会課題を解決する起業家の育成。福岡経済に

準ずる起業も勿論大事だが、多くの社会課題を解決できる起

業家が産まれると問題解決、宇美町 PR の発信力などが増え

ていくのではないか。 

 

24 ・キャッシュレス決済の推進や、地域振興券の発行事業など、

地域経済の活性化に向けた取組が記載されていないのでは。 

・日本遺産を活用して周遊性を高めたいことはわかるが、具体

的にこれまでにどのような事業に取り組んできたのかが全く記

載されておらず、その方策も課題も見えてこない。 

 

25 地域経済とうまくリンクするようなバス運行を考えてほしい。  

26 ・日本遺産「古代日本の『西の都』」の周遊性を高めるために、

具体的にどのような事業に取り組むのかが大切。せめてイメー

ジがわくような書き方をしてほしい。 

・組織や人材を育てることも大切。例えば、「観光協会設立に

向けた調査研究」や「観光案内ボランティア育成と組織化」。 

 

27 指標を追加してはどうか。  

P35～ 5-2 農業の振興 

28 ・農業の振興について、地元でとれた新鮮な農産物を学校給

食で提供する取組について記載できないか。 

・食育・地産地消推進計画を読み直して現状と課題を整理して

みては。 

・ふるさと納税との結びつきは？宇美町の作物を入れて生産者

の意欲を拡大してもらいたい。 

・関連する計画として、食育・地産地消推進計画を記載。 

 

29 農業の高齢化や担い手不足が大きな課題である。担い手の育

成をどのように進めていくように考えているのか。 

 

30 農業に興味を持っているがためらっている人等を対象にした情

報発信、相談会のような企画で新規参入者を増やす取組はど

うか。 
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31 薬用作物栽培は大変すばらしい取組。情報発信を行ってもっ

と積極的にアピールを。 
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基本目標６ 活気ある産業と交流のまち 

P37～ 6-1 まちの魅力向上 

№ 意見概要 委員名 

32 ・「町に貢献」する視点を加えてはどうか。 

・歴史民俗資料館について、学芸員の増員や他市町、大学、

文化施設との連携を追加してはどうか。 

 

33 定住促進のために若い世代を対象にした家賃補助等を検討し

てはどうか 

 

34 「うみプライド」の「プライド」に違和感がある。  

35 町人会の取組の追加。  

36 マルシェなどで手作り品を作っている人など、町内にはすごい

能力を持っている人たちがたくさんいる。そういう人が活躍する

ことで、町の誇りを感じることにつながる。 

 

P39～ 6-2 共働のまちづくりの推進 

№ 意見概要 委員名 

37 ・共働の町づくりのためには「町をともに創っていく喜び」や「対

話と交流」が基盤にないといけないと考えます。 

・「町民の知識と経験を活かしまちづくりをする」を加える。 

 

38 公民館で Wi-Fi を使う必要はなく、使用料を年間５～６万円は

らうのは無駄であるとの意見が多く、設置は難しいと考える。 

 

P41～ 6-3 人権の尊重と男女共同参画の推進 

№ 意見概要 委員名 

39 ジェンダーフリーや LGBT 等性的少数派の人々に対する理解

を深めたり、差別偏見をなくすような活動を進めるべき。 

 

P43～ 6-4 持続可能な行財政運営 

№ 意見概要 委員名 

40 「スタッフとの協働」や「コーチングやメンタリングによる人材育

成」などの今日的な人材育成の取組を入れてはどうか。 

 

41 人材育成、人事評価についての記載が理解しづらい。  

42 財源の確保の面で、ふるさと納税について記載が必要ではな

いか。 

 

43 指標と目標値の見直し  

 


